
平成２３年２月２１日（月）

１６：００～１８：ＯＯ

於：全国都市会館第１会議室

、

議題：

介護職員によるたんの吸引等の試行事業の実施状況

配付資料：

盗料１：介護職員によるたんの吸引等の試行事業（不特定多数の者対象）の概要と

実施状況（''1問報悔）

賛料２：介護職員によるたんの吸引等の試行事業（特定の者対･象）の概要と実施状況

（中間報告）

参考擬料ｌ：介謹職蝋等によるたんの吸引等の実施のための制度の在り方について

中間まとめ

参考資料２：介護職興によるたんの吸引等の試行事業について

参考資料３：介謹職員によるたんの吸引等の試行事業（特定の者対象）について

介護職員等によるたんの吸引等の実施のための制度の

在り方に関する検討会（第７回）

議事次第
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検
討
会
に
報
告

、

介護職員によるたんの吸引等の試行事業（不特定多数の者対象）の概要
※試行事業の実施にあたっては､基本的内容について検討会で御議論いただいた上で､具体的な研修の実施内容･方法等について
は､検討会から大島座長､内田委員､太田委員､川崎委員､川村委員､橋本委員にアドバイザーをお願いしている。

講習

グーーーー=‐~~一ミーーーーーー二ニニニーーーーーーーーーーー 平成23年３月～

ケアの試行
平成22年10月29日
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施設長･事業所長

医師一

～

厚生労働省
(日本能率協会に委託）

施設長｡事業所長講師
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〃

蓋示ハ蕊のｉ
鴎詞

r心

評
価
②

:ｒ●実地研修は各施設･在宅事．

１業所等において､指導看護
師が介護職員1～3人程度
を指導。

●要件を満たす場合は､介護

#職員が勤務する自施設･在
：宅において実地研修を行うこ
１とも可能。。

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

，

指導看護師

(医師､看護師）
７団体50人程度

ずむ,,--.,.--･ﾛ.F--,-.Ｆ'F･庁早一ﾆｨｰＦ--.1,--倶一..!▲三号､・・Ｌ~トシ江今､-p--L

/●事業実施団体は以下の7団体6叉ミ
＃全国社会福祉協議会
‐全国有料老人ホーム協会
全国老人福祉施設協議会
全国老人保健施設協会

日本介護福祉士会
日本認知症グループホーム協会：
日本訪問看護振興財団
．▽115やごL常ｆ■岸司り．,Ｆ七五一b齢一寂も二や窪亙巽●畠否ユ.画奄包曙了ﾛ少､､.J‘ﾆｨｮ｡,B･畔:』』｡

※今鶴､変更診坊4ﾉ得る。

●指導者(講師･指導看
護師)は事業実施団体
から推薦された者

●指導者へ試行事業の
目的･方法･内容等を説；
明

試行

7団体50人程度

グーーーーーーーーーーー
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～--.--.-----1事業実施団体’-----------
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介護職員によるたんの吸引等の試行事業(不特定多数の者対象)における
指導者講習について

介護職員の指導者に対して､「介護職員によるたんの吸引等の試行事業jの目的、

内容及び方法を説明し鵠介護職員が安全なケアを実I施できるような体制整備への

理解を図る。

平成２２年1ｏ月四日(金)Ｔ1時～１７時

事業実施ﾌ団体から推薦された指導者1,2名(医師１４名･看護師BB名）
経験年数：平均２３ｓ年(最長47年己最短4年）

目的

白時

参加者

啄
冨

講習プログラム指導者の所属組織
(､=１回鋤

鯵掠:所
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Ｌ』
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ホーム
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穆箪一』 老人係‘蝿施設
１８.碓

ヘヘ

講習内容 時間

(分）

介護職員等によるたんの吸引等の実施

のための検討会･試行事業について

研修カリキュラムについて

たんの吸引のケア実施の手引きについて

経管栄養のケア実施の手引きについて

ﾋﾔﾘﾊｯﾄ･アクシデント報告について

４０

４０

４０

２０

評価票･アンケート票について

意見交換

計

３０

２６０

６０

３０



２１６２０１匹

９

介護職員によるたん《j夢吸引等の試行事業(不特定多数の者対象)における
ＪＬ〃ずパフ指導者講習について

一・L

L■４ﾛ

2'６’０厘

受講後の質問票調査では､各質問項目を理解できたについて｢そう思う｣がﾌ割程度のなかで、
講習時間及びプログラム構成の適切さは｢そう思う｣が4割程度と評価が低かった。

指導者講習受講後の評価(個別評価） ､=102ﾛそう思わないロ無回答回そう思う■どちらともいえない

０１５ 10％２鵬３０％４０％５０胃６０％７０％８０船９０％100％

６８．６

指導者講習に参加し､自分の役割を

理解できた

讃蕊｢研修カリキュラム｣について

理解できた

試行事業における指導者講習の

位圃づけを理解できた

謂義｢基本研修の講義用テキスト｣に

ついて理解できた

講義｢たんの吸引のケア実施の手引き｣に

ついて理解できた

講義｢経管栄養のケア実施の手引き｣に

ついて理解できた

説明『試行事業における評価･アンケート

の提出｣について理解できた

講蕊｢ﾋﾔﾘﾊｯﾄ･アクシデント報告｣に
ついて理解できた

指導者講習(約5時間)の講習時間は
適切であった

指導者講習のプログラム構成は
適切であった

'２７２０１厘
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プロセス

評価

介護職員によるたんの吸引等の試行事業（不特定多数の者対象）の
研修カリキュラムの概要

基本研修 評価①実地研修 評価②
平成22年11月～ 平成22年12月平成23年１月～ 平成23年3月

[壷.塵〕
C壷．壬

知識の確認
（筆記試験）

施設､在宅等における

利用者へのケアの回数

経管栄養

胃ろう又は腸ろう:20回以上

経鼻経管栄養:20回以上

演習

たんの吸引
口腔:10回以上
鼻腔:20回以上

気管カニューレ内部:20回以上

℃

たんの吸引

口腔:５回以上

鼻腔:５回以上

気管カニューレ内部:５回以上 プロセス評価
(指導者評価票）

経管栄養

胃ろう又は腸ろう:５回以上

経鼻経管栄養:５回以上

＃実地研修を実施する際に必要とされる基本要件

①組織的対応を理解の上､介護職員等が実地研修を行うこと
について書面による同意．

②医師から指導看護師に対する書面による当骸行為の指示
③指導看護師の具体的な指導
④患者(利用者)ごとの個別計画の作成
⑤マニュアルの整備
⑥関係者による連携体制の確保

※救急蘇生法演習(１回以上）も必要。

※演習はシミュレーターが必要であるが

やむを得ず模擬患者も可。

※実地研修を実施する施設･在宅等は

基本要件(＃)を満たすことが必要。

⑦指示書や実施記録の作成･保管
⑧緊急時対応の手順､訓練の実施
⑨たんの吸引及び経管栄養の対象となる患者が適当数入所又は利用している

⑩介護職員を受け入れる場合には､介護職員数名につき指導看護師が1名以上
配置

⑪介護職員を指導する指導看護師は臨床等での実務経験を3年以上有し、
指導者講習を受講している
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介護職員によるたんの吸弓|等の試行事業(不特定多数の者対象)における
｜基本研修について

日時

参加者：

”.恥噸Ｉ.'鵬2風0％

冒

平成２２年１１月５日～１２月１５日(事業実施ﾌ団体ごとに全国9ヶ所で実施）

事業実施7団体から推薦された介護職員141名

年齢：平均３８８歳(最大５s歳・最小2皐歳）

性別：男性42名(２９ｓ鮎)･女性99名(７，．２蝿）

保有資格：１人当たり平均資格数1．７
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図2.1儲

１０．７％

7.1％

40.4髄

参加者(介護職員)の約9割が介護福祉士の資格を保有している(現職は約8割）
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Ｏ指導者からみた｢介護職員が理解できる｣に比べ､介護職員が｢理解できた｣と回答した割合のほうが高い
Ｏ指導者では､｢保健医療に関する制度｣､｢人工呼吸器と吸引』､『成人と小児の吸引の違い』､｢たんの吸引の生じる危険､事後の安全確認｣､｢たんの吸引の急変
事故発生時の対応と事前対策｣、｢成人と小児の経管栄養の違い｣で､｢介護職員が理解できる｣と回答した割合が低い
Ｏ介護職員では､｢保健医療に関する制度｣､｢呼吸のしくみとはたらき｣､｢人工呼吸器と吸引｣､｢消化器系のしくみとはたらき｣で｢理解できた』と回答した割合が低い

100％
今

75％

50％

ぴ

埴

副‐・…‐ｌ…‐‐が！

一凸一 ▲△△▲△

己

ざ１ Lｊ
〆
”■ Ｃ ミ

凪

Ｖ)１
琶

ご
少

局
ぐ

冒

１

Ｎ
、

Ｖ

８
『◆

＃
１

Lノ
『
昌

ノ
ハ Ｒ

ピ
戸

Ｉ 旨Ｉ

'、
し乙ベ

骨■
ざ

骨

?

骨

ノ
▼

厘己 ＆

Ｌ

■
余 旨

旦一二

戸

〃

Ｉ
ｙ 戸

▲

マ 』 ｙ
「 ､

Ⅶ 酉

／
「

Ｉ
Ｌ」 １１

画

聖
、

Ｌ Ｉ

▽

Ｉ■■■■■０■■■■ｄ０ｌ ／
1１

■
■
■
呂
■
｝
■
■
，
一
■
■
一
■
■
一
■
■
一
■
■
一
■
■
一
■
早
■
■
■
■
■
ｐ
一
■
甲
一
■
甲
一
■
甲
一
■
”
凸
■
■
■
凸
■
曲
■
一
■
■
■
■

÷指導者÷介護職員

(り=8F､'42）
ｉ

潮 （ ｎ
ｏ

=14ユ ）

*各講義を担当した指導者数
BＤＯＵnｔＤＯＯ
ＯＯUｑ■０、００
■■ロ■■ＤＤＯＯ



『
経
管
栄
養
」
消
化
器
系
の
し
く
み
と
は
た
ら
き

ヂ

テキストの分かりやすさについて:『介護職員が分かりやすい記述か｣の回答比率
字

Ｏ指導者からみた｢介謹職員にとってわかりやすい｣に比べ､介譲職員の｢わかりやすい｣と回答した割合のほうが高いｇ
ｏ指覗者では､｢保健医療に関する制度｣､｢医行為に関係する法律｣､｢人工呼吸器と吸引｣､｢経管栄養の技術と留意点｣で､｢わかりやすい｣と回答した割合が低い
ｏ介瞳職員では､｢保健医療に関する制度｣､｢呼吸のしくみとはたらき｣､｢人エ呼吸器と吸引｣､｢消化器系のしくみとはたらきj､｢成人と小児の経管栄養の違い｣で
｢わかりやすい｣と回答

した割合が低い
100％

事
前
脱
明
と
同
慰
、
事
後
の
確
鯉

利
用
者
や
家
族
の
気
持
ち
と
対
応

75％

50％

●

25％

0％

個
人
の
尊
厳
と
自
立

医
行
為
に
関
係
す
る
法
律

保
健
医
概
に
間
す
る
制
度

救
急
蘇
生
法

医
概
の
倫
理

感
染
予
防

た
ん
の
吸
引
や
経
管
栄
養
の
安
全
な
実
施

療
養
瑠
境
の
清
潔
、
消
轟
法

滅
菌
と
消
認

『
た
ん
の
吸
引
』
呼
吸
の
し
く
み
と
は
た
ら
き

職
員
の
感
染
予
防

健
康
状
態
を
知
る
項
目

■

身
体
・
輔
神
の
健
康

チ
ー
ム
医
療
と
介
瞳
職
と
の
連
携

急
変
状
態
に
つ
い
て

Ｂ

体
温
上
昇
に
つ
い
て

経
管
栄
養
に
．
関
係
す
る
感
染
と
予
防

成
人
と
小
児
の
経
管
栄
養
の
迎
い

成
人
と
小
児
の
吸
引
の
違
い

人
工
呼
吸
器
と
吸
引

吸
引
と
は

事
前
脱
明
と
同
愈
、
事
後
の
確
浬

利
用
巻
や
家
族
の
気
持
ち
と
対
応

い
つ
も
と
違
う
呼
吸
状
態

呼
吸
器
系
の
感
染
と
予
防

器
具
・
器
材
の
し
く
み
、
消
潔
の
保
持

急
変
・
事
故
発
生
時
の
対
応
と
事
前
対
策

生
じ
る
危
険
、
事
後
の
安
全
確
浬

吸
引
の
技
術
と
留
慰
点

報
告
及
び
肥
録

た
ん
に
伴
う
ケ
ア

消
化

経
管
栄
養
法
と
は

経
管
栄
養
実
施
上
の
留
意
点

注
入
す
る
内
容
に
関
す
る
知
醗

経
管
栄
養
に
必
要
な
ケ
ア

報
告
及
び
配
録

生
じ
る
危
険
、
注
入
後
の
安
全
確
鯉

急
変
・
事
故
発
生
時
の
対
応
と
躯
前
対
策

経
管
栄
養
の
技
術
と
留
意
点

器
具

８

吸
収
と
消
化
器
の
症
状

器
材
の
し
く
み
、
消
潔
の
保
持
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､
？宙ql

３匡画

講義時間の適切性について①
指導者（N=8～12)＊
＊各講義を担当した指導者数

介護職員１N=141）

３匝函

３匡函

一一

園適切である■短い□長い国無回答Ｏ介護職員では一

・｢適切である｣が6割を超え
た項目が約8割であった。

｡｢長い｣と回答した割合力《
高い項目は､６－７『たんの
吸引事前説明(声かけ)と
同意､事後の確認｣､８－６

｢成人と小児の経管栄養の
違い｣､８－９｢経管栄養事‘

前説明(声かけ)と同意､事
後の確認｣などであった。

．｢短い｣と回答があった項
目は、６－４｢人工呼吸器と
吸引｣､８－ﾕ『消化器系のし
くみとはたらき｣などであっ
た。

0％２峡４０粥６０％８０％100％０％２０％４０％、６０％８０％100％
【1.人間と社会】

1-1.個人の尊厳と自立
（0.5時間）

1-2.医療の倫理
（0.5時間）

【2保健医療制度とチーム医療】

Ｏ指導者では、

･項目ごとの評価にばらつ
きがあった。．

．｢長い｣と回答した割合が
高い項目は､５－１｢身体・
精神の健康｣､６－５｢成人と

小児の吸引の違い｣などで
あった。

p｢短い｣と回答した割合が
高い項目は､６－４｢人エ呼，
吸器と吸引｣であった。

ｍＥ画

回
回
国
回
国
回
回
回
回
回
国
回
回
回
回

画

３匡画

２－２.医行為に関係する法律
（0.5時間）

2-3.チーム医療と介鐘職との連携
（0.5時間）

【3.安全な療養生活】

3-1.たんの吸引や経管栄養の安全な実施
（2時間）

３－２.救急蘇生法
（2時間）

【4.清潔保持と感染予防】
４－１.感染予防

（0.5時間）

陸型

輪

5-2.健康状態を知る項目(バイタルサインなど）
（1時間）

５－３.体温上昇について
（0.5時間）

5-4.急変状態について
（0.5時間）

３画

回

4-2.職員の感染予防
（0.5時間）

4-3.療養環境の清潔､消毒法
（0.5時間）

４－４.滅菌と消毒
（0.5時間）

屋】
5-1.身体･精神の健康

（1時間）

回0％

【5.健康状態の把握】

匡函､0％

国適切である■短い口長い□無回答

ー

ﾗ.2％ 唾 29.1％

一三号一一
ー＝ー

ＪＪ.｡宛
開&
－－

21.3％
－|ー＝'⑭.Uｍ－一帝．…’

一雲夢一一
-

63.8％
画一

-

3.5％
ー
画

一一二＝雪一一

77.3%！ 3．5％

ダダ〆

18.4％

叢:黒蓋竺36.2％

～

|ﾗ雨 ＃
-

21.3％

園竃遍需78.0％
ー一

F認

議麓 0.0％

-

22.0％｜’ 剖

蒜ｉｉ雨一
〃

73.0％ 0.7％ 23.4％

一

'5９｡6％ 駒 38.3％

■ -------

麹匪璽■
－－

１．４％

-

19.1％

5.9％

脚
『 '22.0%’

、

一＝＝雪一一

81.6％ 0.0%､117.7％



6-5.成人と小児の吸引の違い

（1時間）

講義時間の適切性について②
ワ

指導者（N=8～12)＊
噸各講義を担当した指導者数

介護職員
（N=141）

6-6.吸引を受ける利用者や家族の気持ちと対応
（1時間）

6-7.事前説明(声かけ)と同意､事後の確翌
（1時間）

回適切である■短い□長いロ無回答囚適切である■短い□長いロ無回答

0%2鵬40鷲60%80％10脇 0％２０％４０％６０％８０％１００％

6.高齢者及 蹴智児･者の『たんの吸引｣(概陰)】

：#鷺二穂i震:雲雲

6-10．急変･事故発生時の対応と事前対策
（2時間）

7.高齢者及び障害児･者の『たんの吸引｣(実施手順解説)】

7-1.たんの吸引で用いる器具･器材とそのしくみ､溝潔の保持
（1時間）

7-2.吸引の技術と留意点

（5時間）

Ⅷ'‘回|回６６．７％回

回
国
回
圃
回
回
四
四
回
回

画’四４４４％００％

６－３たんの吸引とは
773％３５%回（1時間）

一一■
‐

６－４人工呼吸器と吸弓｜‐‐624％ 画回（1時間）

”鴫四回|"％
77.8％0.0％0.0%

≠

７０．９％

回
回
国

0.0％

6-8.呼吸器系の感染と予防(吸引と関連して）
（1時間）

6-9.たんの吸引により生じる危険､事後の安全確露

（1時間）

●

7-3.たんの吸引に伴うケア

（1時間）

79.4％

害堅岩当罵7-4報告苓繍露固唾 1.4％





まったく

不要

ヴ

指導者からみた講義の必要性

50％

事各溌蕊を担当した指導者数(N=8～12)＊

ﾕ00％

|lIlllIllIllⅢlllllllllllllⅢllIlⅢ
llllⅢllllllll'''''''''''''''''''1lllllll
lllllllllllllllllIllllllllllllllllllllllll
lllllllllllllIllllllllllllll

無回答

75％

ヂ

どちらかと

いうと不要

不要

２５％

■必ず

必要

1２

0％

経
管
栄
養
に
必
要
な
ケ
ア

経
管
栄
養
の
技
術
と
留
意
点

器
具
・
遷
材
の
し
く
み
、
滑
潔
の
保
持

急
変
・
事
故
発
生
時
の
対
応
と
事
前
対
箪

生
じ
る
危
険
、
注
入
後
の
安
全
砿
偲

事
前
脱
明
と
同
窟
、
事
後
の
確
浬

利
用
者
や
家
族
の
気
持
ち
と
対
応

経
管
栄
養
に
関
係
す
る
感
染
と
予
防

成
人
と
小
児
の
経
管
栄
養
の
違
い

経
管
栄
養
実
施
上
の
留
意
点

注
入
す
る
内
容
に
関
す
る
知
臓

経
管
栄
養
法
と
は

，
消
化
・
吸
収
と
消
化
器
の
症
状

『
経
管
栄
養
』
消
化
器
系
の
し
く
み
と
は
た
ら
き

報
告
及
び
記
録

た
ん
に
伴
う
ケ
ア

吸
引
の
技
楕
と
囲
窓
点

鴎
具
・
器
材
の
し
く
み
、
消
潔
の
保
持

急
変
・
事
故
発
生
時
の
対
応
と
事
前
対
策

生
じ
る
危
険
、
事
後
の
安
全
確
麗

呼
吸
器
系
の
感
染
と
予
防

事
前
脱
明
と
同
憩
、
事
後
の
確
麗

利
用
者
や
家
族
の
気
持
ち
と
対
応

成
人
と
小
児
の
吸
引
の
遵
い

人
エ
呼
吸
器
と
吸
引

吸
引
と
は

い
つ
も
と
違
う
呼
吸
状
態

「
た
ん
の
吸
引
」
呼
吸
の
し
く
み
と
は
た
ら
き

急
変
状
態
に
つ
い
て

体
温
上
昇
に
つ
い
て

健
康
状
恕
を
知
る
項
目

身
体
・
繍
神
の
健
康

渡
菌
と
消
毒

歳
養
環
境
の
清
潔
、
消
毒
法

聡
員
の
感
染
予
防

感
染
予
防

救
急
蘇
生
法

た
ん
の
吸
引
や
経
値
栄
養
の
安
全
な
実
施

チ
ー
ム
医
療
と
介
瞳
職
と
の
連
携

医
行
為
に
関
係
す
る
法
律

保
健
医
寒
に
関
す
る
制
度

医
療
の
倫
理

個
人
の
尊
厳
と
自
立

報■どちらかと
告いうと必要
及

び

記

録■必要



ら

介護職員からみた指導者の講義の評価について

Ｏ他の項目とくらべ､｢保健医療に関する制度｣､｢人工呼吸器と吸引｣､｢消化器系のしくみとはたらき｣の項目で、
「一部わかりにくかった｣の割合が高かった。

■わかり

にくかった

100％

国大半は

わかり

にくかった

75％

恥

１３

報
告
及
び
記
蝿
．

経
管
栄
養
に
必
要
な
ケ
ア

経
侭
栄
養
の
技
街
と
留
意
点

秘
具
・
盟
材
の
し
く
み
、
消
潔
の
保
持

急
変
・
事
故
発
生
時
の
対
応
と
事
前
対
策

生
じ
る
危
険
、
注
入
後
の
安
全
砿
麗

事
前
脱
明
と
同
意
。
事
後
の
確
露

利
用
者
や
家
族
の
気
持
ち
と
対
応

経
笹
栄
養
に
関
係
す
る
感
染
と
予
防

成
人
と
小
児
の
経
管
栄
養
の
違
い

経
管
栄
養
実
施
上
の
留
意
点

注
入
す
る
内
容
に
関
す
る
知
鴎

経
管
栄
養
法
と
は

消
化
・
吸
収
と
消
化
器
の
症
状

『
経
管
栄
養
』
消
化
器
系
の
し
く
み
と
は
た
ら
き

報
告
及
び
醒
録

た
ん
に
伴
う
ケ
ア

吸
引
の
技
術
と
留
遼
点

器
具
・
器
材
の
し
く
み
、
清
潔
の
保
持

急
変
・
事
故
発
生
時
の
対
応
と
事
前
対
策

生
じ
る
危
険
、
砺
後
の
安
全
確
麗

呼
吸
器
系
の
感
染
と
予
防

班
前
脱
明
と
同
愈
、
事
後
の
硫
鯉

利
用
者
や
家
族
の
気
持
ち
と
対
応

成
人
と
小
児
の
吸
引
の
通
い

人
エ
呼
吸
器
と
吸
引

‐
吸
引
と
は

い
つ
も
と
違
う
呼
吸
状
態

「
た
ん
の
吸
引
』
呼
吸
の
し
く
み
と
は
た
ら
き

急
変
状
態
に
つ
い
て

体
温
上
昇
に
つ
い
て

健
康
状
態
を
知
る
項
目

身
体
・
精
神
の
健
康

滅
菌
と
消
毒

療
養
環
境
の
清
潔
、
消
毒
法

職
員
の
感
染
予
防

感
染
予
防

救
急
蘇
生
法

た
ん
の
吸
引
や
経
笹
栄
養
の
安
全
な
実
施

チ
ー
ム
医
探
と
介
瞳
職
と
の
連
携

医
行
為
に
間
係
す
る
法
律

保
健
匿
療
に
閏
す
る
制
度

医
療
の
倫
理

個
人
の
尊
厳
と
自
立

■無回答

0％

25％

50％
、‐

■一部

わかり
にくかった

■わかり

やす

かった



ザ

少

１

介護職員によるたんの吸引等の試行事業(不特定多数の者対象)における
．基本研修についてＪ‐

100.0

８０．０

６０．０

４０．０

２０．０

０．０

演習のケアごとの所定回数について｢適切｣と回答した者が､指導者はう割以上･介護職員は６
割以上であった。

演習所定回数の適切さ

(指導者N=6～22)*各演習を担当した指導者数
■

(介護職員N=141）
Ⅱ，

bIn

４

83.3 85.0

ｰ

救急蘇生
(１回以上）

たんの吸引･口腔
(5回以上）

たんの吸引･鼻腔
(5回以上）

たんの吸引･気管
ｶニューレ

内部(5回以上）

経管栄雰胃ろう．
腸ろう

(5回以上）

ー

経管栄養･経鼻
(5回以上）

(指導者） 83.3 85.0 75.0 76.2 72.7 72.7

＋多い(指導者） ０．０ 1０．０ 1５．０ 1４．３ 22.7 ２７．３

詮－少ない(指導者） 0.0 5.0 5.0 9.5 0.0 0.0

-←適切(介謹職員） 83.0 66.0 64,5 66.0 70.2 68.8

÷多い(介護職員） 0.7 1４．９ 1６．３ 1４，２ 1９．９ 21.3

宝４Ｆ少ない(介謹職員） 1０．６ 1４．２ 1４．２ ・１４．９ 7.1 6.4



厚ﾛ

Ｌ

1喝

面①について

介護職員が､たん⑱吸引及び経管栄養について､シミュレーターを用いて､効果的に演習

でき､習得した技術が適正に評価されること

介護職員が､吸引(口腔内･鼻腔内｡気管カニユーレ内部)、経管栄養(胃ろうまたは腸ろう。

経鼻)のケアごとにシミュレーターでの演習を実施し､指導者がケアの実施の手引きに基づ
くプロセス評価票を用いて評価する

く基本方針鯵

く評価方法夢

評｛

＜出題形式動

く出題数＞

く試験時|間＞

＜基本方針参

介蓋職員１二よるたんの吸引等の試行事業(不特定多数の者対象)における

知識!の確認(筆記,試農）

風具体的な評価内容として､知識の確認(筆記試験)及び演習の指導者評価(プロセス評価
票)をもとに､介護職員の知識と技術の習得状況を確認した。

指導者評価(プロセス評1価票）

｡評価①として､墓本研修(馳時+間講義及びシミュレーター演習)における評価を行う。

介護職員が露利用者の心身⑳状態を正確に観察し､医師に報告し､その指示に基づいて、

看護職員と連携しながら､たん⑩吸引及び経管栄養を安全､安楽かつ効果的に実施できる

能力が評噸価されること

客観式問題(四肢択一）

５･問

９，分





、

』介護職員によるたんの吸引等の試権業(不特定多数の者対象)における
ＴⅡいて評価①について一息出

一寸計4ノ･

･指導者評価(プロセス評価票)結果では､介護職員が手順通り実施できるようになるまでの演
習回数に幅があることから､その実施には個人差が大きいと考えられる。

･ケアごとの手順通り実施できるまでの演習回数の相違については､その行為の難易度よりも
演習の方法や順序によるものが影響していると考えられる。

､

※初回手順回数とは､指導者評価(プロセス評価票)の各評価項目が｢初めて｣全て｢手順通り実施｣となった最大回数のこと

※実施演習回数とは､指導者評価(プロセス評価票)が実施された演習回数の最大回数のこと

ﾕ７

－－

ケアの

内容

たんの吸弓

口腔内
(うち口鼻マスクまたは
鼻マスク装璃者）

盲

界腔内
(うち口鼻マスクまたは

鼻マスク装蒲者）

気管カニューレ

内部
(うち人工呼吸盟装蒲者）

経営宋餐(流副食ノ

胃ろう．
（うち半

腸ろう
固形）

経鼻

実施団体数 ７（２） ７(１） ７(３） ７(１） ７

介瞳職員数 1４１（２６） 1４１（７） １４１(４２） １４０(６） １４０

初回手順回数
ｅｂ●ｅＢ●■■ｂｅ｡●■■ｇ

実施演習回数

土

｡①●｡●●● ●●●

7(４）
｡｡●合由凸●も。｡｡●ｐｂＣ◆ｅ●，

1１（５）

５（４）
●●■●申白山由●由白白●色凸申●や●●●●●ｂｅ、●●

７（５）

６（６）

８（７）

６（２）
■●■●■｡●●ｐｅＯｏ●■■■p●●●｡●ひ■④｡｡■

８（５）

“●●“●■●●■●■

一・””“函一宮”“．
Ｃｅ●●
ｐ

■●申“申

伊
●





（躯騨麺任）

照奏慢冊刈剛竪ｅ（磯夜岬ｅ但蝉）

柵冊に綿ｅ雛而暮ｅ這裡岬吊辿雛皿鱈棚令

!。

名

回



註

つ断続的に提供するサー|ビス

１。

人ＡＬＳ／ＭＮＤサポートセンターさくら会概要特定非営幸111活動法

⑳事態に対応するたい⑮見守り等の支援とともに､身体介護や家

【従事者要件】介護福祉士、
＝－－－－－－－－＝=勇二雲差室琶蚤＝号し＝

居宅介護(訪問介護)従業者養成研修修了者、リ’
一一一一一一＝＝＝一一＝－一一一一一一一＝＝－－－，－－－－－－罫

介護職員基礎研修課程修了者

試行事業の実篭法人

たり、日常生活に生じる様々な’介:護比較的長時間にわ

事援助を総合的か

ｌ
」
一
戸
』
汗
』
海

ｌ

ｌ

Ｉ

Ｉ

１

ダ
、

|＜重度訪問介護＞
Ｉ障害者自立支援法に基づくｻｰﾋﾞｽ伽つであり､同常生活全般に常時の支議要する重度の肢体不自由者に対し’
1て、

窪弓p2Ffｱｰﾛ渥番壷二塵毒厘穿＝_宣言苧冨尋扇昌一三劃望二手声デグ｡＝＝も三巻＝ー

法人名

法人種別

創設

謡方

主な加南施設。
事業者

ALS／ＭＮＤサポートセンターさくら会（ＭＮＤ＝運動ニューロン疾患）

特定非営利活動法人

１９９３年５月(平成5年）

２００４年６月(平成１６年）

重度訪問介護事業所

加盟数

組織変遷

備考

(さくら会提出資料

より）

平成５年５月人工呼吸器を装着した在宅療養者に関る介護者の技術向上と､新たに在宅療養
を始める人達への支援のため､介護人3名と設立。

平成１６年６月ＮＰＯ法人格取得。

今東京にあるたんの吸引を実施している重度訪問介護事業所(さくら会友の会)の職員に対する

重度訪問介護従業者養成研修を主として実施。
●介護職員に対するたんの吸引を実施するための研修については､平成１６年から実施しており
（重度訪問介護従業者養成研修の制度化以降についてはその中で実施)、これまでに約1,000人

の研修修了者を養成。

◆東京都における在宅人工呼吸器装着者249人のうち97人が､さくら会友の会の事業所による
重度訪問介護を利用。

【さくら会友の会】２５事業所(平成21年６月３０日現在）
NPO法人さくら会に重度訪問介護従業者養成研修を委託している都内近県の事業所の集まり



国
･基本研修の

講師となる看

護師及び実地

研修の際､指

導を行う看護

師(指導看護
師)に対し､本

事業について
個別に説明。

Z，試行事業の概要

連携

指導

試行事業(特定の者対象） ケアの試行ー ー

■
ｄ
』

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

ｌ

Ｉ

ｌ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

ｌ

Ｉ

Ｉ

ｌ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ
、

居宅で実施）居宅で実施）実地研修
(特定の利用者の居宅で実施）

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
Ｉ

指導者講習 基本研修
(特定の利用者の居宅で実施）

試行事業

実施事業者

７
』

・重度訪問介護従業

２０．５時間(重度訪問

介護従業者養成研

修修了済みの者はｇ

ｏ｢在宅における特定

の者｣に特化したテ

時には基本的内容に
絞って講義を実施。

・講義部分の評価に
ついては､｢在宅にお

ける特定の者｣に特
化した試験を実施。

・演習については､一

連の流れが問題なく

謡十畠

介護職員(20人）

義君睡二＝毒忘

医師

説明

■■■■■■■■ー

指示

『

11;月１３種1蝿4日

連
携

看護

職員

Ｗ月下1旬1-1月下旬(予定）

介護
職員

ー

．｢不特定多

数｣と｢特定の

者｣の違い(基

本研修で教え

る範囲､評価

基準等)を中
心に説明。．

１１月上旬

特定の利用者

・試行事業においては､たん吸引及び経管
栄養の知識･技術を集中的に学習する。
（通常はコミュニケーションや他の介護技
術を先に習得｡）

・実地研修については､指導看護師(必要
に応じ指導看護師と連携した熟練介護職
員)が指導を行い､指導看護師による評価
により､問題ないと判断されるまで実施。

・指導看護師の指導は､初回及び状態変
化時以外については｢定期的｣に実施。
・評価については、「在宅における特定の
者｣に特化した評価票を使用。

・評価を行う際には､利用者の意見を聴取
することが可能な場合は､利用者の意見も
踏まえた上で評価を実施。

〃‘， 、

＄

医師･指導看護師

医師･指導看護師と連携した熟練介護職員

及び本人､家族が医療連携の下



３．試行事業の実施状況 合

(1)基本研修の実施概要

基本研修

●日時：平成２２年１１月１３日（土）１０：ＯＯ～１２：００

１４日（日）ｇ：ｓｏ～１フ：３０

●場所：東京総合保健福祉センター江古田の森（中野区）

●参加者：２ｏ名

●基本研修の研修カリキュラム（重度訪問介護従業者養成研修の一環として実施）
※１１/13の講義については、既に重度訪問介護従業者養成研修課程を修了している者については免除。

（11/14の講義については、経管栄養など新しい内容が盛り込まれていることから全員受講している。）

ア

イ実地研修

●日時：平２２年１１月下旬～

●場所：サービス利用者（障害者）
●参加者：サービス利用者（障害者）

介護職員：２ｏ名

蕊太ｲ卒で皿っている郡ガカq・介迩瞳員によるI底行為の突臨に閲する剛鱈<金剛ｇ鋪四＞

蕊本日鞭については、さくら全のカリキュラム表力､ら作唾．

。
』

の居宅

：８名

員式行壷冨業研ｲ匿白累呈

日付一 8,5間割
鵬緬
昭1Ｂａ’

科目名 ”画， 鵬師

１１月１ｓ日 す。:００
１L1上

～１，琴Oｏ

．,Ｓｍ－イ4通わ
ゴ

１４:１０へ芦１．ｓ:１０

1！Ｓ電Ｏ
■P

一

1.6壇０

全

１

１

ガ

亜』塁の肢体不画由逼の地睡生:Ｅ等に凹]する知
8趣

狸蝿的な介蝿抜錨に閏する畑噸

コミュニケーションの撞鋤に間する久0噸(1)

コミュニケーションの撞姉に閥］す茜、郷〔動

・鯖l聾の肢体不画由謁の地域生:趨等に旧]する知睡
大学鯛師

〔蚊雨樋社学科》

１１局１４日．

．，ｇ＝０～１堂廻０

寸Ｓ:１ｓ～‐１ｓ:１ｓ

１ｅ:ｓｏ

一一 １了8３０

寸了:４０～１ｓ:１０

ａ

ａ

１

匿惣的ケア在鯉塾とする顕哩睡Rn介鯉利剛迩

の鱒恋睡ぴ支握に閏する鯛詞Ｋ、

零錘晒の麺D⑱慶び鮭睡晦止閏する刈砿｡〕

嘩鎧R的ケア蓉哩塗とする銀座跡函介鵡軸、茜
のﾛ軍蛮睡ぴ支握にmHOす壷醗弱i②

繁錘崎の対師砥び触睡妬止閏する知噸②

吸引一癖鴨の自侭露の噸鰐等．

テスト

・征宅におけるＲａ染防止対錨

・鰯F蚤骨侭震について

・在宅ﾉＬ工I呼吸磯生理醤の生:Ｅ突悪のケア

画Ｉ卵吸の仕鋤昂卜と人工呼吸鵠のI土､11易仏

一鍵瞬切冊Ｕと人工換錘
・人工【呼吸職袈掴巾の不UIU茜の鋸ん吸引

IUIi劃・鰐9時の未掴の緬鍔等

テニＺ卜

大学数帳Ｉ

〔詞謹学科〕

大里夢調C『ｐ

〔密廼学料〕

掴$f§師

１１月･１４国

夢－０
■

寸眉イＳ日

～狸f野

ヴ

３．５

２

ａ

堅礎的勾上介i圏と蛾H窪の肢体不阿南遇とのコミュ

ニケーション織蜘に胆Uする突謹

例･出略の介噛技鋤に四]する突鋸′

翻塵の鵬体不自由召の介護サービス皿阻醜蝿で

の爽苦

、合：計 ２０．ｓ



●

さくら会試行事業(基本研修)実施風景（平成22年'１月'４日）

、｡

４



hｂ

－

２）基本研修の参加一F加とザ－２ｏ

保有資格の状況(複数回答有）

－１

0％２０％４０％６０％８０％ユ００％５

【性別】男性5名（25.0％）、女性15名 (75.0％） Ｎ＝2０

【平均年齢】31.9歳（最年少18歳、最年長62歳）
【保有資格（複数回答有）】
・介護福祉士４名（20.0％）
・ヘルパー２級７名（35.0％）

・重度訪問介護従業者養成研修修了者１０名（50.0％）

・資格無し ２名（10.0％）

【所属事業所類型（複数回答有）】
・居宅介護事業所（障害）１名（５．０％）

、重度訪問介護事業所<障害）１８名（90.0％）
・訪問介護事業所（高齢者）３名（１５０％）
・その他： １名（５．０％）

【介護職員としての経験年数（平均）】
２．５年（最長7年、最短0年）

訪問介誕

介謹福祉士

ヘルパー2級

重度訪問介護従業者

養成研修修了者

ｂ

重度訪問介護

その他

＝資格無し

0％１０％２０％ヨ０％４０％５０％６０％

所属事業所類型の状況(複数回答有）

Ｎ＝2０

居宅介護



医師

ク

３ の １９

0.0％20.0％40.0％60.0％80.0％100.0％

保有資格の状況(複数回答有）

保健師、助産師

その他

Ｎ＝1９
【性別】男性０名（0％）、女性19名（100％）

【平均年齢】47.7歳（最年少34歳、最年長65歳）

【保有資格（複数回答有）】

・医師０名（０％）

・看護師１９名（100％）

・保健師、助産師１名(5.3％）

【所属事業所類型（複数回答有）】

・病院、診療所２名（10.5％）

・訪問看護ステーション１６名（84.2％）

やその他： １名（５．３％）

【経験年数（平均）】

20.5年（最長45年、最短10年）

0.0％20.0％40.0％60.0％８０．０％100.0％

６

ｑｐ

看謹師

訪問看誕ステーション

病院･診療所

所属事業所類型の状況(複数回答有）

Ｎ＝1９



①受講者の理解度：‐

「在宅における感染防止対策」

い」その他は全て「理解できる」

＆

のみ「どちらとも言えな

であった。

（４）基本研修（講義）の実施状況

○重度訪問介護従業者養成研修（２０．５時間）のうちの一部（９時間）においてたんの
吸引・経管栄養に係る研修を実施した。

○終了後、研修受講者に対し、各講義について、講義内容や講義時間等について、指導者

及び介護職員の両方にアンケートを行った。

ア.基本研修アンケート結果概要

<指導者アンケート結果概要＞

以下の講義内容について、各講義を行った講師（各１名）にアンケートを行った｡

■
巴

■

④講義の必要性：

「呼吸の仕組みと人工呼吸器の仕組み」が「必要」、「在
宅人工呼吸器生活者の生活実態とケア」が「どちらかという
と必要」の他は「必ず必要」であった。

②テキストのわかりやすさ

③講義時間：

全て「適切」であった。

全て「わかりやすい」であった。

７

講義内容

重度の肢体不自由者の地域生

活等に関する知識

呼吸の仕組みと人工呼吸器の

仕組み

気管切開と人工換気

在宅における感染防止対策

人工呼吸器装着中の利用者の

たんの吸引

経管栄養について

在宅人工呼吸器生活者の生活
実態とケア



Q●

ゆ

＜介護職員アンケート結果概要＞

③講師の教え方のわかりや軍

①講義内容について理解でき弁か

｢理解できた」が概ねｇ割、「まあまあ理解できた」も含めるとほぼ全員。

『わかりやすい」が概ねｇ割、「まあまあわかりやすい」も含めるとほぼ全員
④講義時間：

「適切」がＳ割以上、「長い」が５％～２ｏ％

②テキストのわかりや弓

●
●

｢わかりやすい」が９割以上、「まあまあわかりやすい」も含めるとほぼ全員

８

⑤全体としての満足

●
●

①理解度

｢大変満足」が概ね９割、「まあまあ満足」も含めるとほぼ全員

■
■

論議
理解
できた

まあまあ

理解できた
あまり理解で
きなかった

全く理解
できなかった

合計

重度の肢体不自由者の地域
生活等に関する知識

9(90%） 1(10%） 0(０%） O(０%） １０(100%）

呼吸の仕組みと人工呼吸器

の仕組み
１９(95%） 1(5%） O(０%） 0(0%） 20(100%）

気管切開と人エ換気 １９(95%） 1(5%） O(0%） O(0%） 20(100%）

在宅における感染防止対策 20(100%） O(0%） O(0%） 0(0%） 20(100%）

人エ呼吸器装蒲中の利用者
のたんの吸引

19(95%） 1(5%） O(0%） O(０%） 20(100%）

経管栄養について １８(90%） 2(10%） 0(０%） 0(０%） 20(100%）

在宅人エ呼吸器生活者の生
活実態とケア

１８(90%） 1(5%） 1(5%） O(０%） 20(100%）



Ｌ

②テキストのわかりやすさ (単位：人）

夕

(単位：人）③講義時間

９

鏑義 適切 長い 短い 合計

重度の肢体不自由者の地域

生活等に関する知議
8(80%） 2(20%） O(０%） １０(100%）

呼吸の仕組みと人工呼吸器
の仕組み

１９(95%） 1(5%） O(０%） 20(100%）

気管切開と人工換気 19(95%） 1(5%） O(0%） 20(100%）

在'宅における感染防止対策 20(100%） O(0%） O(0%） 20(100%）

人工呼吸器装着中の利用者
のたんの吸引

19(95%） 1(5%） O(0%） 20(100%）

経管栄養について 20(100%） O(０%） O(0%） 20(100%）

在宅人工呼吸器生活者の生
活実態とケア

１８(90%） 1(5%） 1(5%） 20(100%）

講義
わかり
やすい

‘まあまあ
わかりやすい

少しわからな
かつた

わかり
にくい

合計

重度の肢体不自由者の地域
生活等に関する知識

１０(100%） O(0%） O(０%） O(0%） １０(100%）

呼吸の仕組みと人工呼吸器

の仕組み
20(100%） O(０%） O(０%） O(０%） 20(100%）

気管切開と人エ換気 20(100%） O(0%） O(0%） 0(0%） 20(100%）

在宅における感染防止対策 １９(95%） 1(5%） O(0%） O(０%） 20(100%）

人エ呼吸器装着中の利用者
のたんの吸引

20(100%） O(０%） O(0%） O(０%） 20(100%）

経管栄養について 19(95%） 1(5%） 0(0%） O(0%） 20(100%）

在宅人エ呼吸器生活者の生
活実態とケア

19(95%） O(0%） 1(5%） 0(0%） 20(100%）



Ｐ

(単位：人）④講師の説明のわかりやすさ

夕

(単位：人）⑤基本研修全体としての満足度

1０

講義 大変満足
まあまあ

満足
普通 やや不満 不満 合計

重度の肢体不自由者の地域
生活等に関する知識

9(90%） 1(10%） 0(0%） O(０%） 0(0%） １０(100%）

呼吸の仕組みと人工呼吸器
の仕組み

１８(90%） 2(10%） 0(0%） O(０%） O(0%） 20(100%）

気管切開と人工換気 １８(90%） 2(10%） 0(0%） O(０%） O(0%） 20(100%）

在宅における感染防止対策 １９(95%） 1(5%） O(0%） O(０%） O(0%） 20(100%）

人工呼吸器装着中の利用者
のたんの吸引

20(100%） O(0%） O(0%） O(０%） O(０%） 20(100%）

経管栄養について １８(90%） 2(10%） O(0%） 0(０%） 0(0%） 20(100%）

在宅人エ呼吸器生活者の生
活実態とケア

１８(90%） 1(5%） 1(5%） O(０%） O(0%） 20(100%）

講義 わかりやすい
まあまあ

わかりやすい

少しわからな
かつた

全くわからな
かつた

合計

重度の肢体不自由者の地域
生活等に関する知職

１０(100%） O(0%） O(0%） O(０%） １０(100%）

呼吸の仕組みと人工呼吸器
の仕組み

１９(95%） 1(5%） 0(0%） 0(０%） 20(100%）

気管切開と人工換気 １９(95%） 1(5%） O(０%） 0(0%） 20(100%）

在宅における感染防止対策 20(100%） O(０%） O(０%） 0(０%） 20(100%）

人工呼吸器装着中の利用者
のたんの吸引

20(100%） O(０%） 0(0%） 0(0%） 20(100%）

経管栄養について 20(100%） O(０%） O(０%） O(０%） 20(100%）

在宅人工呼吸器生活者の生
活実態とケア

１８(90%） 1(5%） 1(5%） O(0%） 20(100%）



Ｌ

○基本研修（講義）修了後、シミュレーターを使用し、たんの吸引及び経管栄養について、
それぞれ演習を実施した。

Ｓ）基 の実施状況演嘗

比

たんの吸引・経管栄養の各行為を区分し、各回において、そ

(看護師）及び介護職員によりアーウのｓ段階による評価を
○演習の評価に当たっては、

れぞれの区分について指導者

行った。

(評価票の例はＰ１２参照。）※評価に当たっては、以下の区分及び評価方法で行った。

■手引きの手順における区分数

・たんの吸引（口腔内・鼻腔内）：１２区分
・たんの吸引（気管カニューレ内部）：１５区分

･経管栄養（胃ろう・経鼻）：１１区分

■評価方法

ア：手順通りに実施できている

イ：細目レベルで、手順を抜かしたり間違えた

ウ：手順を抜かした

１１



卸
【

＜口腔内吸引について組入してください＞ ４本研修(漉習)用

（州押稀紀入、）

(例)たんの吸引（口腔内)の評価票

…|蝋篭難磯脇…り間聞えた．

、
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凸

○演習（シミュレーター演習）については、当該行為のイメージをつかむこと（手順の確

認等）を目的に、演習の実施回数は、たんの吸引については、口腔内、鼻腔内、気管カ

ニューレ内部についてそれぞれ最低２回ずつ、経管栄養については、胃ろう（又は腸ろう）
経鼻についてそれぞれ最低１回ずつとした。

、

※なお、すでに担当する利用者が決まっており、その方に必要ないケアの種類について演習を省略した参加者が

いたため、後日追加演習を行うこととする。

○特定の者対象の実地研修では、実地研修の序盤においては、実際に利用者の自宅におい

て、看護師や熟練した介護職員が行うたんの吸引等を見ながら利用者ごとの手順に従って演

習を継続（現場演習）し、利用者本人及び指導看護師の了解が取れた時点で、実際に利用者
に対するたんの吸引等を実施する。

実質上の｢演習」

|，
※各利用者宅には、本人の使用し
ているカニューレと同型のカ
ニューレやペットボトルで製作し
た経管栄養シミュレーターが置い

てあり、演習はその機器を利用し

て行う。何

霊

巳

1３

蕊

←④

講義
演習

(シミュレー

ター演習）

特定の者に
応じた

演習の継続
(現場演習）

１
０
０
８
０
０
１
１
１
０
０

実地研修

本人､指導者の了解後

たんの吸引･経管栄養を開始



Ｐ

ア.評価票結果概要（シミュレーター演習）

＜演習において全区分が「ア」となった回数の状況＞【指導者評価】

(単位：人）

1４

※シミュレーター演習の後も､利用者宅において現場演習を実施し､本人･家族・

指導看護師の了解後､利用者へのたんの吸引･経管栄養を開始する。

､少

１回目 ２回目
全部アになっ
ていない者

合計

たんの吸引 口腔内
一一早早｡一一…辱●ー■騨一●電卓~●一一一■●●ー■●の…●旬●…申●■●●●ｑａｑｄ

鼻腔内

気管カニューレ内部

１
－
１

棚
》
慨

佑
一
値

２
》
２

１
》
１

一一一

7(35%）

６(30%）
'ｰ｡■申一ｏａ４申中申一｡Ｏ申中中ゆ靭屯申●申●■寺早口申車中申幽

２(10%）

7(35%）

２(10%）
①申申句尋。。①閣寺●巳。●●ｑ●中●●●●●字与…“宰麺｡…q

６(30%）

6(30%）

２０(100%）
●中●●早□｡●申●字い●●卓●阜韓一再輔寺●ｐ●ＣｐＤ申再輔埠●“

２０(100%）

20(100%）

経管栄養 胃ろう

経鼻

１７(85%）

１５(75%）

O（0%）

O（０%）

3(15%）

3(15%）

20(100%）

１８(100%）



○基本研修終了後、実地研修に進むに当たって、講義内容の理解度を確認するためたノ

の吸引や経管栄養の実施に当たって必要となる基本的知識についてのテストを行った。
○内容が基本的事項であることを踏まえ、合格ラインについては９割に設定すること
とした。

傘研修（講義）内容の理解度の確認（テス
、

６

講義内容の理解度を確認するためたん

Ｌ

＜試験方法＞

・出題形式：客観式（四肢択一）

・出題数：２ｏ問

・試験時間：３ｏ分

・受験者：２ｏ名（基本研修受講者）

○採点の結果、平均点は97点（最高点100点、最低点90点）となり、得点率がｇ割を
下回る者はいなかったため、全員を合格とした。

＜分野別の正答率＞

○設問ごとに正答率を見た場合、最高で100％、最低で75％となっており、設問ごと
の正答率に差が生じた。

※正答率が低かったのは、たんの吸引が必要な状態に関する設問（正答率85％）、
経管栄養が必要な状態に関する設問（正答率75％）となっていた。

１５

分へ野 正答率

･呼吸の仕組みと人工呼吸器の仕組み 96.7％

｡気管切開と人工換気 96.3％

･在宅における感染防止 100.0％

｡人工呼吸器装着中の利用者のたんの吸引 95.0％

･経管栄養について 95.6％

･在宅人工呼吸器生活者の生活実態とケア 100.0％



たんの吸引（鼻腔内）

必

たんの吸引

(気管カニューレ内部）

彦の次

ア．実地研修参加者（利用者）の属性（総数Ｂ名）

人工呼吸器を使用している。【疾患】全員が筋萎縮性側索硬化症（ＡＬＳ）患者であり、

【性別】男5名（62.5％）、女3名（37.5％）

【平均年齢】60.8歳（最年少38歳、最年長70歳）

【要介護度】全員が「要介護度５」に該当

【障害程度区分】全員が「区分６」に該当

【障害高齢者の日常生活自立度】全員が「ｃ」に該当

※腸ろうの者はいな
かった。

実地研修参加者（利用者）に対して実施可能な行為

Ｎ＝８

たんの吸引（口腔内）

心Ｐ

経管栄養（経鼻）

経管栄養（胃ろう）

8人2人 1６4人0人 6人



(単位：人）

、

イ.実地研修の状況（現在進行中）（平成23年２月１日現在）

＜実地研修において全区分が「ア」となった回数の状況＞【指導者評価】

し.

※回数のカウントに当たっては、連続で２回全ての項目が「ア』となった場合の最初の回の

回数をカウントしている。

※全ての項目が「ア」となっていない者については、実地研修を継続中である。

⑤

1～5回目 6～10回目
全部アになって
いない者

ノ

合計

たんの吸引 口腔内

鼻腔内
■“●“色色②６“●“⑪酌む…●●●“●●“…卿●●●●“ＣＤ●●“●●●■＝■●●■●■…●■●“Ｃ●●４

気管カニューレ内部

１１(91.7%）

9(90%）
ｅＥｇｏ■ｐｐＢＱ■●●●Ｇ■召Ｇ●●●■句●●●●Ｃ●ｅ●■■｡ｐ●間色●●｡｡●■

１０(83.3%）

1(8.3%）

O(０%）
○ｓ●●●●｡｡｡■弓●●●□ＣＧ●●●■句■●ＤＢ■句●●●■■■Ｇ●サザ●●■ｐ●ｅ

2(16.7%）

O(０%）

1(10%）
心｡●●９つｃ“●●●●●●●●●●●●●●●Ｃａ｡●●●●“Ｃ■●●らｃｃ●●●ロ

O(０%）

12(100%）

●
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１
●

“●面●６６●

経管栄養 胃ろう

経鼻

5(100%）

5(71.4%）

O（０%）

0（０%）

O(０%）

2(28.6%）

5(100%）

7(100%）


